
             ため池の多⽬的利⽤に関する研究    
⽴命館⼤学理⼯学研究科 ⼩森園旺彦 

⽴命館⼤学理⼯学部 ⾥深好⽂ 藤本将光  
 

１. はじめに     
近年、⽥畑の宅地化によるため池の農業⽤⽔として

の利⽤機会の減少や維持管理における費⽤を背景に⽇
本全国でため池の数は減少している。そこで、ため池の
利活⽤を⽬指し、埋め⽴てるのではなく、治⽔上の利点
について解析的な検討を⾏った。     

本研究では京都府京都市北区にある尺⼋池を対象と
した河川氾濫解析を⾏うことで、尺⼋池の治⽔機能を
評価した。河川氾濫解析では、尺⼋池の埋め⽴ての有無
で、降⾬時のため池の下流域に与える影響の差を検討
し評価した。解析は 2013 年 9 ⽉ 16 ⽇の桂川氾濫時の
降⾬時を想定し、汎⽤の２次元河川氾濫解析ツールで
ある IRIC1)を⽤いて解析計算を⾏った。 

 
２. IRIC を⽤いた洪⽔氾濫解析の概要 
2.1 解析条件 

地形データは国⼟地理院が作成した 5mDEM2)を GIS
で編集し、ラスターデータにしたものを扱った。流⼊河
川の勾配は 0.001 とする。メッシュ幅は縦横それぞれ約
5m を想定した。また、出⼒時間間隔は 150 秒とした。 
2.2 流量の算出⽅法 

氾濫解析をするにあたり、ハイドログラフを算出す
る必要がある。⾬量データ、合理式、⾓屋式を⽤いてハ
イドログラフを作成する。⾬量データは気象庁におけ
るデータを利⽤した 3)。洪⽔到達時間は⾓屋式を⽤いて
算出した。 

Tc=C・A^(0.22)・Re^(-0.35) 
Tc : 洪⽔到達時間(min) 
A：集⽔⾯積(km²) 
C：流域特性係数(⼟地利⽤状態により決定) 
Re：有効降⾬強度(mm/h)                     
A=1.345(国⼟地理院、地理院地図にて測量ツール 4)

を⽤いて集⽔⾯積を測定)    
尺⼋池上流域は丘陵⼭林地であるため、表 1 より、

C=290 とした。⾓屋式から洪⽔到達時間を求めるには
有効降⾬強度が必要であり、有効降⾬強度を求めるに
は、洪⽔到達時間を定める必要があることがわかる。そ
こで、到達時間を仮定して有効降⾬強度を求め、これと

⾓屋式から洪⽔到達時間を求める。洪⽔到達時間は⼗
分毎を想定し、有効降⾬強度を計算する。図 1 における
⻘線（仮定洪⽔時間）は、洪⽔到達時間を使い⾓屋式か
ら求めた洪⽔到達時間を Y 軸に⽰したものである。ま
た、⻘線は X 軸同様 Y 軸に想定した洪⽔到達時間を⽰
す。それぞれ⼆つの関数の交点が⾓屋式を⽤いて算出し
た洪⽔到達時間となる。 

図 1 より、10 分毎の⾬量データを⽤いているため洪
⽔到達時間(Tc)を 150 分とした。この洪⽔到達時間か 

 
表 1 流域特性係数と⼟地利⽤状態の関係       

⼟地利⽤状態 C 
丘陵⼭林地 290 
市街化地域 60〜90 
粗造成宅地 90〜120 

 

 
図 1 ⾓屋式を⽤いた計算結果

 
        図 2 算出した流⼊量 
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ら洪⽔到達時間内の平均降⾬強度を求め、合理式を
⽤いて図 2 のハイドログラフを作成した。 

2.3 解析結果 

 
図 3. 尺⼋池を想定しない場合の最⼤⽔深 

 

 
図 4. 尺⼋池を想定した時の最⼤⽔深 
 

図 3 と図 4 はそれぞれ桂川氾濫時の降⾬が降った場
合における最⼤⽔深を表した図である。尺⼋池を想定
した場合は、池における最⼤⽔深が最も⾼くなり、最⼤
⽔深は 3.37m であった。⼀⽅で、想定しない場合は下
流域における⼆か所が⾚く表⽰された。⽔深は最⼤
1.31ｍと尺⼋池を想定した場合における⽔深に⽐べ低
い結果となった。また、流線(Velocity)の動きを確認し
たところ、尺⼋池を想定した場合の流線の動きは、尺⼋
池へとどまり下流域へと流れでない時間が⾒られ、特
に、180000s のうちの 35000s までは下流域への流れは
なかった。これらのことより、尺⼋池には貯留能⼒があ
り、下流域への影響を減らす可能性がある。特に、今回
の降⾬においては下流域へ流れ出るまでに 35000s の時

間が存在し、避難する時間の確保に役⽴つ可能性があ
る。 

３. まとめ 

 本研究では、尺⼋池を対象に 2013 年の桂川氾濫時の
降⾬が降った場合に、尺⼋池の治⽔能⼒を検討した。そ
の結果、下流域の浸⽔被害を減らしうることが分かっ
た。しかし、今回使⽤した地理データは実際の地形とは
異なるところが存在する。下流域における⽤⽔路と尺
⼋池である。本研究では、国⼟地理院が作成している
5mDEM を加⼯せずに使⽤しているため、正確な尺⼋
池の⽔深のデータおよび下流域における⽤⽔路のデー
タを得ることはできなかった。特に、尺⼋池の⽔深は治
⽔能⼒に⼤きく反映されるため、氾濫解析においては
重要である。今後は地理情報システム GIS を⽤いて京
都市役所から得た地形データを編集し、正確なデータ
を使って解析する予定である。 
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